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＜活動事例の要旨＞
日置地区のソリダゴ産地では，産地形成の初期を牽引した生産者の引退により，生産量

･生産額の縮小が危惧されていた。そのため，産地の担い手確保に向け平成20年前後より，
関係機関が連携して，日置市農業公社研修生の就農支援や，他品目からの転換を支援した。

また，生理障害対策や省力化等の技術向上支援により，個別生産者の所得確保につなげ，
産地としても世代交代を実現し，出荷数量･面積の回復につながりつつある。

１ 活動の課題・目標と策定過程

２ 普及指導活動の内容
(1) 活動の経過

～H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2～

【調査研究等】
・単収向上阻
害要因解析

・新規栽培者
支援の手法
の検討

【調査研究等】
・単収向上阻
害要因解析

・冬期の生産
性向上
(施肥改善)

・冬期の生産性向上
（初期生育促進）

年　度
活動内容

単収の向上

新規の栽培者の育成・確保

株枯れ・心つぶれ対策

栽培実態の把握

個別の栽培計画作成支援

関係機関サポートチームによる
新規の栽培者の掘り起こしと定着化

・株枯れ･芯つぶれ症状の
発生実態と原因
・株枯れ防止(土壌改良)

・かん水省力化及び
環境モニタリング結果
に基づく制御技術検

新規就農相談会等での推進，技術習得，農地確保，規模拡大支援

出荷実績の分析，個別ヒアリング

株枯れ・芯つぶれ症状の発生の実態と原因把握

【株枯れ対策】

株管理改善，植替え推進

【芯つぶれ対策】水分管理，石灰資材施用

課　題 目　標 設定理由 計画策定

・生産者数の確保
　（H16：22名から
　　最小期H29:10名）
・栽培面積の拡大
　（H20：396aから
　　最小期H28～30：170a）

新規の栽培者の
　　　　育成・確保

産地形成期を牽
引した生産者の
高齢化と後継者
の不在

・JA，市，普及が連携した農業
公社研修生や新規栽培者への
技術･農地･資金等支援
・新規栽培者掘り起こし
・個別の栽培計画作成支援

・生産性の向上
　（H20～29の平均単収
　　64千本/1,000㎡と低い）

単収の向上
　⇒単収目標の達成
　①新規の栽培者は

　　まず50千本/1,000㎡

　②次に85千本/1,000㎡

　※新規栽培者はH30以降

　　の栽培歴5年以内の者

単収の現状と，
市基本構想に
おける所得水準
を基に，生産
者･関係機関間
で協議

・単収を下げる要因の実態把握
（株枯れ･芯つぶれ等）

・生産性向上支援
（植え替え推進，日中換気や加
温技術，病害虫防除，土壌改
良や施肥改善など）



(2) 指導・支援の体制

３ 普及指導活動の成果
(1) 課題及び目標の達成状況とその要因

(2) 活動に対する生産者・農家の評価
ア 定期的な現地検討会の実施により，先輩が新規栽培者へ助言し，皆で新規栽培者

を育てる機会が定着したことで，より産地が一体化し，産地復活に寄与したとの評
価がある。

イ 生理障害対策と省力･低コスト化の取組に対して高い関心があり，可能な範囲で
自身の経営に取り入れるなど，普及からの情報提供に期待を持っている。

(3) 地域農業振興への貢献
ア 新規就農者の育成･確保･定着と，将来的な地域の担い手確保につながってきている。
イ 経験を積んだ生産者の農業研修生等の受入など，地域を越えて農業振興に寄与し

てきている。

４ 今後の普及活動に向けて
(1) 今後の課題

高単収･高所得生産者の要因分析と分析結果の波及
(2) 今後の活用に向けて

環境モニタリング等による加温･かん水管理など栽培管理の指標化促進や，聞き取
り等によるほ場作付及び種苗確保方法の実態把握を行う。これらを情報共有し，低単
収生産者の生産性改善と，産地全体の高位平準化につなげる。

課題および目標 達成状況（R２） その要因

<課題>
　生産者数の確保による栽培面積の
拡大
　↓
<目標>
　新規の栽培者の育成・確保

・新規栽培者数の増加
 ⇒H29年以降は４名増
　（内３名が他品目からの
　　品目転換）

・部会栽培農家12名中10名
（全体の83％）が，H19以降
の公社修了及び品目転換に
よる新規の栽培者

①農業公社修了生を含む新規の栽培者への
技術・農地・資金等を支援（普及は技術と資
金を担当）
②現地検討会で先輩生産者が新規の栽培
者へ直接助言できる体制を構築
③他品目栽培者へソリダゴ栽培メリットを説明
④情報の共有体制を整備（googleﾄﾞﾗｲﾌﾞ）

<課題>生産性の向上
　↓
<目標>単収の向上
　・新規の栽培者は
　　　まず50千本/1,000㎡
　・次に85千本/1,000㎡

・新規の栽培者全員が達成
（対象者４名）

・それ以外の部会栽培農家
　　達成３名（平均92千本）
　　未達５名（平均60千本）
　　上記８名平均72千本

①減収の要因分析と実証ほを活用した普及
活動の実施
　a.株枯れや芯つぶれ対策として植え替え
　　，施肥管理改善等を推進
　b.病害虫防除やハウス内環境の適期管理
　
②個別の栽培計画作成支援


